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＜＜＜＜    要要要要    約約約約    ＞＞＞＞    
    
決算後に、利益を計上したにもかかわらず税金を支払う余裕が無いケース

があります。また、利益は黒字になっているのですが、利益に見合ったお金
がないために黒字倒産するといったことも起こっています。病医院の新築や
建替えを行う場合においては、収益計画も大事ですが、借入金を伴う場合に
はキャッシュフローに無理が生じないように計画することも大事です。 
 
借入金を返済する場合には、通常、元本の返済と同時に利息の支払が行わ

れます。このうち元本の返済については、借りたお金を返済するだけなので
損益の問題は生じないことから、法人であれば法人税等を支払った後の税引
後利益から行わなければなりません。利益が増加すれば税金支出も増加する
ので、その差額分しかキャッシュフローは増えません。これが納税による支
出のキャッシュフローに対する影響であり、キャッシュフローを考える上で
大事な要素の一つとなります。 
 
キャッシュフローを考える上で、もう1つの大事な要素は、減価償却費や引

当金繰入費用などです。費用である減価償却費や引当金繰入費用については、
実際はお金が支出されていないので、その分損益計算とキャッシュフローに
差異が生じます。 
 
他にも実際に出て行くお金の流れについて、元利均等返済と元金均等返済

の借入金の返済方法や、変動金利と固定金利の違いにも注意する必要があり
ます。 
 
利益が計上されていてもキャッシュフローではマイナスになることがあり

ます。特に病医院の新築等については、附属設備の減価償却が終了する頃か
ら厳しくなることが多く見受けられますので、病医院の新築や建替えを行う
際には、数年間だけで考えるのではなく長期的なキャッシュフローの予想も
踏まえて検討する必要があります。 
    


